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【全国公共図書館協議会研究集会講演記録】  
テーマ 図書館とオープンデータ 

講  師 国立情報学研究所 准教授 大向 一輝 

 
平成 29年６月 30日（金）に開催された全国公共図書館協議会研究集会の講演記録を

別冊としてまとめました。 

今回は、大向准教授にオープンデータの基礎をなす制度面及び技術面の再利用性や

図書館とオープンデータの関わりについて御講演いただきました。 

なお、この講演記録は実際の講演内容を再構成したものです。 

 
 

自己紹介 

国立情報学研究所から参りました、大向と

申します。今日はどうぞよろしくお願いしま

す。今日は、図書館とオープンデータという

タイトルで、ご依頼をいただきましたので、

最近の情報などをこれからご説明したいと思

っております。 

 

〈写真１〉研究集会の様子 

 最初にご紹介をさせていただきたいのです

が、私は大学の図書館にかかわる仕事を主に

やっております。公共の図書館でもお使いか

とは思いますが、論文の検索ができる CiNii

や、大学の図書館の総合目録を検索できる Ci

Nii Books、博士論文を検索できる CiNii D

issertations、これら３つの CiNii シリーズ

を、主に面倒を見るという仕事をしておりま

す〈図１〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図１〉自己紹介 

 国立情報学研究所というところは、古くは

学術情報センターと呼ばれていて、NACSIS と

いう名前でしたが、それが 2000 年になって N
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II、国立情報学研究所という名前に変わりま

した。もともとのミッションが、大学の図書

館と協働して総合目録をつくっていくという

ものですが、大学の総合目録というのはかな

り特殊なシステムになっています。実際、公

共図書館ですと、書誌データはそれぞれの自

館のところへ MARC 購入という形で OPAC に登

録されて公開されていると思います。 

 今、全国に 700 から 800 ぐらい大学があり

ますが、ほとんどの大学は、一たん我々が管

理しているデータベースに何の本を持ってい

るかという情報を登録しなければいけないと

いう仕組みになっています。学術研究におい

て手に入らない本があったときに諦めるわけ

にはいきませんので、どこの図書館に行けば

借りられるのか、相互貸借のシステムが全国

に整備されておりますので、そのためにも情

報を１箇所に集めなければならないという目

的で、NACSIS という組織がつくられました。

設立から 30 年以上経過していますが、データ

ベースをメンテナンスし続けているという組

織です。 

 それが 2000 年になり、情報学の研究の中心

にもなりなさいというミッションが加わりま

した。ある面では大学の情報工学科などとほ

とんど同じような主義、志向をしている研究

者もいますし、一方で大学の図書館のインフ

ラという意味での情報サービスをやるという

２つのミッションを抱えた組織であります。 

 もともとは図書館の紙の本をいかに管理す

るかというところだったのですが、特に大学

ですと、最近本を買うのはどんどん減ってい

ます。電子ジャーナルを買わなければいけな

い。論文の契約更新をどんどんしなければい

けないのですが、今、値上げがとどまるとこ

ろを知らないので、皆非常に悩んでいるとこ

ろです。そうすると少しでも安くならないか

と大学が組んで、出版社に交渉するというこ

とをやったりする仕事もあります。 

 あと最近は、機関リポジトリと申しまして、

大学に所属する研究者が出した成果を、自分

の大学から発信するということを強く求めら

れています。そのためには、サーバーを全部

自分たちで用意していかなければいけないの

ですが、これを支援するために、NII のほう

でクラウドサービスを用意しています。そこ

に参加すると、サーバーの管理は我々が一手

に引き受けます。そこで載せる論文や成果だ

けをどんどん登録してもらって、ネットを通

じて公開する。そんなこともやっていたりし

ます。 

 あとは、研究だと研究費というのを、個々

の研究者はいただかなければいけないのです

が、それをもらったからには報告書を書かな

ければいけない。その報告書を取りまとめて

ネットで公開し、納税者の皆さん、あるいは

ほかの研究者の皆様にきちんと成果をお伝え

するためのデータベースなどをつくっていた

りします。 

 ということで、今 10 個ぐらいサービスをや

っています。ではその 10 個のサービスを何人

の職員でやっているのかというと、10 人ぐら

いでやっているので、極めて大変ではありま

す。もちろんさまざまな大学の職員を含めて、

たくさんの人の支援をいただきながら、そう

いった情報サービスを全国区で展開していく

というのが、NII という場所のミッションで

す。一部のサービスをお使いの方もいらっし

ゃるかもしれませんが、実はそういうところ

であるというところだけ、最初にご紹介させ

てください。 

 私自身は情報系の研究者です。ソーシャル

メディアのブログ、ツイッター、フェイスブ

ックなど、人々がネットを通じてコミュニケ

ーションをするということが、2000 年初頭か

らすごい勢いで盛り上がっています。そこに

対してどんなコミュニケーションが行われて

いるのか、どんな仕組みやソフトを提供する

と、より議論が活性化するのかといったこと

を研究テーマとして博士号まで取りました。 

 その後就職したのが先ほどの NACSIS の総

合目録システムなどをやっているところです
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が、実は全然そんなことは知らなくて、「ああ、

うちで CiNii やっているんだ」みたいな非常

にのんきな感じで見ていました。当時はかか

わっていなかったのですが、ネットサービス

としての CiNii はあまり出来がよくないと思

っていたので、「例えばグーグルは検索ボック

スが１個しかないのに、何で OPAC は画面を開

くと５個も検索ボックスがあるんですか」と

素朴に聞いたり、「１個でいいんじゃないです

か」と言う。すると「それはこういう理由で」

との説明を受けるわけですが、ネットの一般

ユーザーからするとこれはちょっと受け入れ

られないなど、いろいろ議論をしているうち

に、「そんなに文句を言うのなら、おまえが１

回つくってみろ」と言われ、そこで手を上げ

てしまったが最後、そこから約 10 年間 CiNii

を担当しています。 

 その中で、学術情報流通に関しても学ぶこ

とが非常にたくさんありましたし、そこで自

分の Web を対象とした研究の成果を少しでも

入れられないかなと思いながら、今も CiNii

等々のサービスにかかわっています。 

 Web に関しては幾つか著書もございますの

で、もし機会がありましたら、手にとってい

ただければと思います。 

 そういった学術情報に係る研究であったり

実務をやる傍ら、Web の世界ではどんどん進

化が進んでいるというのも実際のところです。

特に Web という場所が、単に人がネットにア

クセスし情報を自分で読んで理解するという

ことを超えて、データそのものを共有する場

所に少しずつ進歩しているという現実があり

ます。それも少しご紹介したいと思いますが、

データを皆でシェアするための Web というと

ころから、今日のテーマにもなりますオープ

ンデータという流れが出てきているというこ

とです。 

 オープンデータの詳細をこれからゆっくり

と説明していきたいと思います。特に先ほど

ご紹介にもありましたが、政府や地方自治体

が非常に急ピッチでデータの公開をやってい

ます。それも最初からどんどん出てきている

わけではなくて、2010 年ぐらいから徐々に、

これは一体何なんだという議論から始まり、

少しずつ皆さん経験を積まれて今に至ってい

るわけです。その中で、特に私は、技術面か

らどういったことをしたらいいですよという

アドバイスをしてまいりました。 

 今は、内閣官房のところでデータワーキン

ググループという集まりがあるので、そこに

行ったり、あとは総務省を中心として一般社

団法人ができているのですが、そこで委員会

をやったり、あとはオープンデータの技術的

な面をもっと広めていこうというので NPO を

つくったりといったことをやってきておりま

す。 

 今日はそういういろいろな図書館の仕事を

している立場や、オープンデータの普及もし

たいと思っている立場から２つをくっつけた

ようなテーマをせっかくいただきましたので、

そのことについてお話を進めていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図２〉オープンデータとは 

 オープンデータとは何ですかというところ

ですが、２つの英語の単語が並んでいる。op

en、data という、公開されたデータのことを

オープンデータというのでしょう。あるいは、

データを公開する活動のことをオープンデー

タと呼ぶのだろうと〈図２〉。もうこの２単語

を見ると、それ以上言いようがないので、そ

れだけ理解していただければ、今日のお話は

終わりと言ってもいいのですが、意外と七、
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八年こういう議論をしていると、専門的にも

あるいは一般の方々も含めて議論が深まって

きていて、単にデータを公開するだけではな

い、単にネットにぽんとデータを置いておけ

ば、それがイコールオープンデータではない

というのが、少しずつ今のコンセンサスとな

っています。ですので、ある意味専門用語化

していて、ちゃんとその意味を理解していた

だいた上で、実際にオープンデータ活動をし

ていただきたいという思いもあります。 

 データを公開するということが、まずいい

ことなのかどうなのかという経験を我々が最

初に非常に強く経験したのが、2011 年の３．

11 のときであります。 

 当時のことを思い返していただければ、地

震があって津波があって原発の問題があって

と、非常に世の中が混乱していました。私は

東京に住んでいますので、地震そのものでも

のすごく大きな被害があったわけではありま

せんが、一番大きな問題は電力であったわけ

です。最大何ワットの発電能力があるうちの

何％を使っていて、これ以上使うと首都圏が

全部ブラックアウトしてしまいますというニ

ュースがあったと思います。その当時、東京

電力あるいは関西電力を含め電力会社は、実

際の発電能力と実際にどれぐらい使われてい

るかということを、きちんと情報公開してい

たわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図３〉３．11 とオープンデータ 

 これは、震災の後、何カ月後かの画面だっ

たと思いますが、こうやって非常に見やすい

形で 86％使っていますと出ていたわけです

〈図３〉。グラフも出ていて、どういう推移だ

ったのか、非常に親切かつ丁寧に情報公開を

していると思いますが、一方で、電力のこと

がいかに気になるからといって、３．11 直後

のありとあらゆることが混乱している中で、

１時間に１回、ネットにこちらからアクセス

しにいくということをできた方が、どれだけ

いるのか。ほかのこともたくさんある中で、

チェックを能動的にしなければいけないとい

うのはなかなか大変なことですし、それをこ

まめにやっていた人というのは実際いらっし

ゃらないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図４〉３．11 とオープンデータ 

 非常にすごいなと思ったのは、そんな中で

も、いろいろなエンジニアの方々が当時ボラ

ンティア的な活動をされていて、このグラフ

から数値を読み取るプログラムをつくって、

今は３千何万ワットと読み取る。それを例え

ばメールで配信するとか、ツイッターで伝え

るとか、そうやって情報を送りつけてくれる

形に無理矢理変換してやっていた。かなり腕

の立つプログラマの方もいらっしゃいました

が、皆が皆そういうスキルを持っているわけ

ではない。これも冷静に考えると、こういう

グラフをつくれるデータを持っている電力会

社は、もとの数値データも持っているでしょ

う。であるならば、凝った形で見せるのでは

なく、数字が並んでいるだけでいいので、そ

れだけを出してほしい。そうすると、先ほど

の絵から数字を読み取るスキルはなくても、
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数字を使って何か加工してサービスをつくれ

るという方はいっぱいいらっしゃるので、そ

ういった方に対していいのではないかという

議論が、震災直後からわき上りまして、現実

１週間かそれぐらいのかなり近いタイミング

で、電力会社はこのようなファイルを公開す

ることになったわけです〈図４〉。 

 具体的には、何月何日の何時に何ワット使

っています、余力はこれぐらいですというの

が、カンマで区切られたテキストでひたすら

更新されていく。ただそれだけです。見た目

は全然美しくない殺風景な情報ですが、これ

が手に入るとなった途端、全国のプログラマ

たちが、では私は iPhone 用のアプリをつくる

よとか、アンドロイド用のアプリをつくるよ

とか、ツイッターのボットでは自動的につぶ

やくプログラムとか、そういったものも非常

にたくさんできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図５〉３．11 とオープンデータ 

 これはアンドロイド用の電力表示アプリの

ごく一部です〈図５〉。ちょっと検索するだけ

でもものすごい数が出てくるのですが、いろ

いろな見た目でアプリを公開して、それを使

うと手元で情報がすぐ手に入る状況をつくり

上げられたりしたわけです。 

 もちろん平時であれば電力会社のサイトの

ような見せ方も丁寧でいいと思いますが、そ

ういうことだけではなくて、元データを公開

することによって誰かが協力してくれるとい

う体制を、契約等々一切なしに、電力会社と

市民の方々との間で実際取り結ぶことができ

た。そういう例ではないかと思います。 

 そういったことで、データをそのまま公開

するというのは結構意味がある。もちろん日

本では今の３.11 は非常に契機になったわけ

ですが、その前後から世界的にもそういうこ

とをやっていかないかということが、少しず

つ議論としては盛り上がってきたという現状

があります。 

 その中で、オープンデータというのを改め

て定義していこうという議論も進んでいて、W

eb 上で公開された開放的な、あるいは再利用

しやすいデータのことをオープンデータと呼

ぼうじゃないかとなってきました〈図６〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図６〉オープンデータとは 

 さらに言えば、開放性とか再利用性とかの

定義の中には、制度としての使いやすさと技

術面での使いやすさという２面があります。

これも細かくは後でご説明したいと思います

が、そういったものを満たすようなネットで

公開されたデータのことをオープンデータと

呼ぶのがよいだろうというように議論は整理

されてきています。 

 オープンデータという言葉以外でも、ビッ

グデータとかパーソナルデータとか、非常に

最近世を騒がせる用語もあります。基本的に

はデータを使ってビジネスを起こしたり、世

の中をよくしていこうという動きはかなり強

まっておりまして、そのうちの１つとしての

オープンデータと位置づけることもできるか

もしれません。 

 最初にも申し上げましたとおり、オープン
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データというのが特に公共セクターで非常に

盛んに勢いを持っている。オープンデータと

いう定義から考えても、別に政府、行政機関

だけがやることではないと思うのです。個人

がやるというオープンデータもあるでしょう

し、企業がやるデータもあると思いますが、

特に公共セクターで急速に進んでいます。 

 政府や行政というのがもっと開いていくこ

とができないかという、オープンガバメント

と呼ばれる潮流が議論されていて、その中の

実現手段としてデータを公開するということ

も結構大事だということが言われています。 

 政府や行政を開くということは何のために

やるのかというのが、また少し議論があって、

例えば、透明性を高めるために開いていきま

しょう、あるいは市民にもっと行政そのもの

に参加してもらおうであるとか、あるいはそ

こから新しいビジネスを生み出してもらって

経済発展をしていきましょうとか、こういっ

た３点ぐらいに、オープンにしていくことの

意義というのは定義づけられています。こう

いったことがかなり強く出るのが公共セクタ

ーということですので、そういった面からも、

行政、自治体のデータ公開が進んでいるとい

う面があるのではないかと考えています。 

 スライドでは、右側に、ある講演会の写真

があって、真ん中に立っている人が手を広げ

て、「Raw Data Now!」、生のデータを今すぐ公

開してくれと叫んでいます。これは、TED と

いう世界的にも社会貢献的な活動をしている

人が講演をする有名な会議があるのですが、

そこである人が話している。この人が誰かと

いうと、下の吹き出しでティムと書いてある。

ティムというのはティム・バーナーズ＝リー

という人です。この名前にぴんときた方もい

らっしゃるかもしれませんが、ティム・バー

ナーズ＝リーというのは、Web を発明したそ

の人であります。 

 Web の開発者というのは明らかに１人とわ

かっていて、それがティム・バーナーズ＝リ

ーです。イギリス人ですが、この功績でナイ

トの称号ももらっていて、今はサー・ティム・

バーナーズ＝リーと呼ばれています。今 Web

の次のステップを考えるときに、こういう生

のデータをどんどん皆で公開していくことに

よって世界を変えていこうという、旗を振っ

ている張本人でもあったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図７〉政府とオープンデータの系譜 

 こういった流れの中で、特に政府レベルの

オープンデータというのは、着実に進歩して

きています〈図７〉。ここ十数年の流れをざっ

と書いていますが、頭のほうではまだオープ

ンデータという言葉ははっきり出てきていな

かったのですが、オープンガバメントをやる

ためのオープンデータということをかなり強

く打ち出したのは、2009 年のことです。 

 このころはオバマ大統領が就任した直後で

あり、一つの政策のあり方として、オープン

ガバメント、オープンデータを推進していき

ましょうということが言われました。 

 アメリカ、イギリスというのはこういった

ものを先導する力が非常に強いので、どんど

ん先行していき、その後ヨーロッパ諸国がつ

いていく形で、大体 2010 年前後になると、い

わゆる大きな先進国と呼ばれるところは、一

通りオープンデータについて何らかの指針を

持つようになっていきました。 

 下のほうで色をつけているのが、日本の動

きでありまして、2012 年に日本でも、政府と

してはっきりとオープンデータを政策の中に

位置づけるという電子行政オープンデータ戦

略というものが打ち出され、それをもとに各
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省庁がオープンデータの活動をしていくとい

うことが決められていきました。 

 2013 年にサミットが北アイルランドであ

ったのですが、そこでＧ８の国々は皆オープ

ンデータを進めましょうというオープンデー

タ憲章にそれぞれサインをしました。その後

はサミットがあるごとに進捗状況をお互い確

認するという、かなり強いコミットメントを

各国が約束することになり、この時点で日本

もオープンデータをやるということが国際公

約になっていたわけです。 

 こういったオープンデータ戦略や、オープ

ンデータ憲章というバックグラウンドを経て、

政府オープンデータのカタログサイト、政府

標準利用規約というのがつくられ、去年の年

末はついに日本においてもオープンデータに

かかわる官民データ活用推進基本法が議員立

法でできたということです。これも我々にと

っては非常に大きなニュースになっています。

この後もう少し説明していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図８〉 

 このスライドの下部にアドレスが書いてあ

りますが、ホワイトハウスのページです〈図

８〉。whitehouse.gov/open というすごくわか

りやすいアドレスにアクセスすると、オープ

ンガバメントというのが大事で、それが透明

性とか協働とかイノベーションに役立つとい

うことが、いろいろ書かれています。 

 ところが、これはかつてありしページでし

て、ある日をもってこのページはなくなって

しまいました。今年１月のことです。おわか

りのとおり大統領がかわり就任式が終わった

ら、数時間後にこのページが消えました。こ

れはインターネットアーカイブからとってき

たものですが、いかにアーカイブが大事かと

いうことです。やはり時の為政者によって方

針は変わるという、我々としては非常にショ

ックな出来事ではあるのですが、かなり初期

の段階からオープンデータというのがこうい

うことに役に立つということを、政府レベル

で出していたということでも非常に貴重な資

料になってしまったわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図９〉電子行政オープンデータ戦略 

 こちらは、先ほどの日本政府の電子行政オ

ープンデータ戦略です〈図９〉。毎年アップデ

ートされていますが、去年の６月に出された

最新版には、もうオープンデータ 1.0 の時代

は終わりました、これからはオープンデータ

2.0 ですと書かれています。ちょっと先行し

過ぎのような気もしますが、1.0 というのが

行政機関が持っているデータをまず出すこと

をやっていきましょうという段階から、いか

に使われるかというところに目を向けて、そ

こを促進させていきましょうということが、

いろいろ書き込まれています。 

 しかし、これをもとに各省庁なんかは、か

なり意識せざるを得なくなっておりますので、

こういったドキュメントなどにも目を通して

いただけると、動きがよくわかるのではない

かと思います。 

 こちらが、先ほど申し上げた 2016 年末の官

民データ活用推進基本法です〈図 10〉。議員
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立法の基本法ということで、実はあまり内容

的にもあれをしよう、これをしようというこ

とは、細かくは書かれていませんが、政府の

方針として、やはりデータ活用は大事である

ということを位置づけた、非常に大きな一里

塚ではあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 10〉官民データ活用推進基本法 

 いろいろ書いてありますが、重要なところ

があるとすると、第２章です。第２章のとこ

ろに、政府による官民データ活用推進基本計

画の策定を、この法が施行されたらできるだ

け早くやりなさいということが書いてありま

す。実際、５月末に政府は何をしていきます

かというプランが書かれた文書が既に出てき

ています。 

 その次に、この場でも重要になると思いま

すが、その下に、都道府県によるデータ活用

推進計画も策定しなさいとあります。これは

義務であると書かれていますので、これから

各都道府県レベルで、政府の計画も参考にし

ながらつくらなければならないということに

なっております。それがつくられると、当然、

行政機関としてはその計画の下に取り組みが

進められるということになるかと思いますの

で、図書館等々もその影響下にあるのではな

いかと想像します。 

 さらに３行目ですが、市町村については、

同じく活用推進計画の策定をするのが望まし

い、努力義務ということで、絶対ではありま

せんが、やはり同じように計画をつくること

が望まれている。そこまでが、この法律の中

に書き込まれています。これは成立した法律

ですので、いずれ何らかの形でこういった作

業は各都道府県、各市町村レベルにおいても

行われるものだと想像されます。やはり法律

の成立というのは極めてパワーのあることだ

と思いますので、ぜひこのあたりの動向もチ

ェックいただければと思います。 

 少し日本政府の話に特化しましたが、世界

的にオープンデータの流れというのは進んで

います。政府が進めているだけはなくて、そ

れを非営利の団体がチェックするという体制

も、国際的に出てきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 11〉オープンナレッジランキング 

 各国政府がどれくらいやっているかのラン

キングをつくっている団体がありまして、こ

れはイギリスのオープンナレッジという団体

がつくっているランキングなのですが、各国

のオープンデータの取り組みをはかってラン

キングをつけている〈図 11〉。これは去年の

１位から 10 位を示していますが、この中に日

本はありません。19 位だったかな。その後さ

らに 31 位まで落ちてしまった。頑張っている

のに、周りがもっと頑張っていて、どんどん

落ちていったということです。このランキン

グを見せられると、行政の方がすごく悲しい

顔をされる。ただ、さらに上げなければとい

うので頑張って今年版は１けた順位になるの

ではないかと言われています。 

 ただ、これも評価軸によってランキングが

ころころ変わるというのは当然のことですの

で、ここの団体では、何を公開していると点
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がつくのかというのを見るとわかりやすいで

す。政府の予算であったり統計であったり、

法律です。あるいは、Air Quality というの

は空気がきれいかどうかとか、マップとか天

気予報。あるいは選挙結果、水のクオリティ

ー、政府支出などなど、そういった項目でど

れぐらいの公開がなされているかを、各国の

NPO などにチェックを依頼し、その報告をま

とめてこのようなランキングにしている。ル

ール等、日本の国情と合わない部分というの

は必ずあるので、必ず何点を取るということ

のために頑張っても仕方がないわけです。こ

ういった形でもグローバルに活動はチェック

されているということで、このようなランキ

ングも少しですが注目されている面があると

いうことです。 

 ここまで国というレベルでのオープンデー

タの話をしてまいりましたが、当然、その国

だけでなく都市単位、より身近な、生活に密

着した形でのオープンデータを行う主体とい

うのは、やはり自治体だったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 12〉都市オープンデータ 

 アメリカやイギリスというのはかなり進ん

でいて、少し古い情報ですが、イギリスでは

４分の１ぐらいの自治体がオープンデータを

やっていますと言っていることが調査で出て

きています〈図 12〉。 

 日本ではどうかと言いますと、最初に自治

体レベルでオープンデータをやっているとは

っきり言ったのは、福井県の鯖江市です。今

はもはやオープンデータの日本のメッカとも

言われるぐらいになっていますが、そこが始

めたのが 2012 年で、大体５年半ぐらいたちま

した。調べ方はいろいろありますが、日本に

は 1,765 の自治体があって、うち 283 の自治

体は、みずからオープンデータをやっていま

すということをはっきりと明言している。で

すので、１割は超えて、大体 15％ぐらいの自

治体はオープンデータを何らかの形で進めて

いる。 

 都道府県レベルですと、ほとんど何かしら

はやっているという状態になってきて、今は

ここまでは来ているということです。 

 インターナショナル・オープンデータ・デ

イというイベントがあって、毎年１回同時多

発的にオープンデータ関係のイベントをしよ

うということを世界的にやっています。全世

界で二、三百の都市がやっていますというこ

とを言っているのですが、日本がエントリー

している都市というのもどんどん増えてきて

いて、最初は８都市だったのが、今は 60 とか

70 です。大体２月の終わりから３月の頭のど

こかの土曜日にやっていたりします。今年は

もう２月にありましたが、来年、2018 年も２

月、３月ころに行われると思いますので、ぜ

ひ注目していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 13〉日本のオープンデータ都市 

 これは、有志でつくられている地図です〈図

13〉。日本のどこでオープンデータをやってい

るかというものをつくったのですが、もはや

283 にもなってくると、もういたるところで

オープンデータをやっているという感じにな
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ってしまい、だんだん表として意味がなくな

りつつあり、各都市で何の情報をオープンに

しているのかということが、少し違って見ら

れたりします。 

 例えば AED の場所や、公衆トイレがどこに

あってそれが幾つぐらいあるのかなど、そう

いったわりとシンプルなデータから始まって、

少しずつ情報が高度化しているというのが現

状だと思います。例えば、鯖江市は市役所の

ページにデータを公開していますということ

が、2012 年の時点から出てきていて、最初は

各部署が持っている特定のデータを載せてい

たのが、だんだんと高度化していっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 14〉バス走行情報 

なかなかすごいと思うのは、鯖江市は市バス

はないのですが、コミュニティバスにタブレ

ット端末を設置している。そうするとタブレ

ット端末には GPS がついていますので、バス

がどこを走っているのかという情報がリアル

タイムで出る。大きな都市ですとそれぐらい

のことはやっていると言われてしまうかもし

れませんが、さらに何人乗ったとか何人降り

たかということをバスの運転手さんが全部押

しボタンでチェックできる仕組みをつけて、

今確実に 10 人乗っていますとか、３人降りま

したという情報を全部オープンにしていく

〈図 14〉。 

 鯖江市は人口６万人超の小さな市です。も

ちろん都市のサイズによってできること、で

きないことというのはあるわけですが、ある

行政のワークフローの中で出すデータを超え

て、必要だったらつくってでも出すという、

少しずつ変化をしているということが、非常

に重要だと思います。 

 鯖江市が偉いのは、データを出して終わり

ではなくて、鯖江市にあるＩＴ企業の方が非

常にこの運動に強くコミットしていて、役所

がデータを出したら、次の日には何か見せる

アプリをつくるようなことをやっています。

やっぱり出すだけだと、出しっぱなしで誰も

使わない、何で出すんだということが必ず問

われてきますが、「いや、ちゃんと使われてい

ます」とか、「これを見ている人がいます」と

いうように説明がつくと出しやすいというの

は、どこの部署であろうが同じことだと思い

ます。そういった関係性です。実はそこが、

オープンデータというのは、単に出す仕組み

をしっかりすればいいということだけではな

くて、使う側の人たちとどうコミュニケーシ

ョンをとっていくかということのほうがよほ

ど大事ではないかと言われているわけです。 

 その流れの中で、コミュニティとどうつき

合っていくかというのが行政側にも問われる

ようになってきている。地域にはいろいろな

コミュニティがあると思いますが、特にプロ

グラムができる人のコミュニティ、データを

活用したくなる人が集まっているコミュニテ

ィが強いところは、相乗効果で非常にオープ

ンデータが進むという傾向は、やはりあると

思います〈図 15〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 15〉コミュニティと企業 

 最近は、データを出したら、データを使っ
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たアイデアを募るために１日集まってディス

カッションをするとか、さらに踏み込んでい

けば、プログラマが何人か集まってそのデー

タを使って１日で何か簡単なアプリをつくっ

てしまうとか、そういったワークショップが

あちこちで行われています。ハッカソンとか

アイデアソンという言葉も、かなり定着して

きたと思います。やはり出しっぱなしではな

くて、そことの関係をつくれているというこ

とが非常に重要だと思います。 

 初期のある種の成功例として、「税金はどこ

へ行った？」というのと、この「5374.jp」と

いうのを軽くご紹介しておきたいと思います。 

 「税金はどこへ行った？」というのは、各

自治体が予算書、決算書を出していますので、

それを見ながら、こういうツールがあって、

そこにデータをきちんと入れていくと、例え

ば、私は年収幾らなので、多分、市民税をこ

れだけ払っていると思います。そうしたら、

１日当たり子育てに幾ら使われているのか、

道路の工事のためにいくら使われているのか

というものがざっと出る。見た目を表示する

ためのソフトだけがオープンソースで公開さ

れていて、データは地元のコミュニティでつ

くってください。そんなソフトウエアがあり

ます。こういうのがあると、見たことはない

けれど、ちょっと予算書を見てデータを入力

してみようということをやられていたりしま

す。それで、入力していくとだんだん「おや？」

と思うわけです。何で我々はデータをぽちぽ

ちと Excel に入れているのだろうと。そもそ

もここに流し込める形で行政がデータを出し

てくれたら、入力すらせずにいつでも最新の

情報が見られるのにな、というところから対

話が始まっていく。そういうのも１つの仕掛

けであり、これは結構何百という自治体のコ

ミュニティで試しにやられたという例があり

ます。 

 もう一つさっきの「5374.jp」というのは何

かというと、ごみなしということです。これ

もかなり身近な例で、燃えるごみは何曜日に

出せばいいのか、町によってルールは違うわ

けで、そういうものをきちんと見やすい形で

表示するアプリを皆でつくろうということで、

アプリが先にできて、データはそれぞれの自

治体のコミュニティでつくってくださいと。

これは日本製のソフトウェアで、かなり息の

長い活動になっています。最初は日本語のイ

ンターフェースだけがあったのですが、住民

で英語を話す方向けに英語版をつくろうとか、

そういった形で展開している。そんなプロジ

ェクトもあったりします。これも行政のごみ

収集データという元データが当然あるわけで

すので、それをもとにつくっていく。そんな

ことがあったりします。 

 先ほど少しご紹介したインターナショナ

ル・オープンデータ・デイは、イベントとい

っても 10 人ぐらいでやっているところもあ

れば、300 人ぐらい集まってしまう巨大なイ

ベントもあり、非常にまちまちです。やって

いることも、シンポジウムをやっているとこ

ろもあれば、ハッカソンをやっているところ

など、まちまちですが、とにかく同じ日にや

る。実はこういうところで人が集まり、それ

がまた行政からデータを出してもらう契機に

なっていくという、何とかそういうサイクル

をつくれないかということで、皆さん頑張っ

ているところであります。 

 先ほどから国の話、地方自治体の話、ある

いはカウンターパートなりコミュニティの話

ということで、データが今どういうふうに出

ていこうとしているかという話と、それが使

われるためにはどうなったらいいかというと

ころについて、軽くここまでご紹介をしてき

ました。 

 この辺は、すべてオープンデータ現象とい

うものであります。ここから先は、オープン

データが今はかなりきちんと専門用語として

の定義があるという、その話に移っていきた

いと思います。 

 最初にオープンデータというのは単にネッ

トにぽんとデータを載せれば済むという話で
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はないと申し上げました。では何を満たせば

オープンになるのかというところの議論の話

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 16〉オープンの定義 

 今、オープンには確固たる定義があります

〈図 16〉。それは、国際的にもかなりの議論

の末に決まったものがありまして、その内容

が実際にネットで公開されています。Open D

efinition というページがあって、文字どお

りオープンの定義なのですが、そこで書かれ

ていることは何かというと、ある情報が、商

用、非商用を問わずに二次利用、あるいは使

った人が加工した結果をさらに再配布しても

よいという状態をオープンと呼ぶということ

です。これは、考えてみるとなかなか難しい。

よくありますよね、非商用だったら自由に使

ってくださいとか、連絡をくださいとか、場

合によってはお金を払ってもらいますよとか、

そういったデータというのは結構そこらじゅ

うにあると思いますが、そうやって人や用途

によって区別をしてはいけないというのが、

１つのオープンの定義です。もちろんそれを

使って、次に公開する人を差しとめすること

もできないというのも、また１つのオープン

の定義です。 

 そのときに、情報の出し手が使う人に依頼

すること、課すことができるというのは唯一

２つだけであります。１つはクレジットの明

示を求めてもよい。クレジットというのは、

要するに出し元はこの人ですとか、この人の

データを利用させていただきましたというこ

とを、使う人にちゃんと書いてということを

課すことはやってもオーケーです。 

 もう一つは、再利用されるときに、私が出

したのと同じ条件で出してください、という

ことを頼むこともよい。これはちょっと複雑

です。 

 条件を課さなかったらどうなるかというと、

自分はオープンで出したのだけれど、次にそ

れを使って何かをする人が、商売をしてもい

いということになるのです。その人が用途を

区別、商用利用はだめで普通の人にはオープ

ンにするとか、そういう条件を次に使う人が

自分で課すことも、私は許すということです。

ただ、もちろんそういうことをしたら、次の

人はオープンデータとはいえないわけです。

どう使われても自由、いいということは、仮

に後でその人がぼろもうけしようが何をしよ

うが、私はそれを許すということです。これ

をオープンというのは難しいということをお

っしゃる方も非常にたくさんいらっしゃいま

すが、逆に言うとそれ以外のことはやっぱり

オープンとは呼んではいけない。それは単に

情報が公開されただけであって、オープンデ

ータにはなっていないということになります。 

 これを実現することの難しさはさておき、

ではこれをどうやって、次に実際に情報を使

う人に伝えるかということも、また考えなけ

ればいけません。 

 大体情報というのは、つくった瞬間に著作

権というのが出てくる。著作権は、情報がど

う使われるかということを著作者がいかよう

にも決めてよいという権利のことを、一般に

は著作権と呼ぶと思います。その権利を持っ

たつくり手がいちいち「連絡してくれたら、

判断して使っていいかだめかを決めます」と

言っていると、問い合わせが殺到してやって

いられなくなります。 

 これは行政の情報公開制度などもそうだと

思いますが、聞かれて答えるというのは非常

に大きなコストであって、そういうことをも

し避けたいとするならば、あらかじめ今の、
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例えばデータを利用するときにはクレジット

を明記してくださいというのが書かれた契約

証書を、一緒につけた状態で公開してしまえ

ばよいということになります。その契約証書

のことをライセンスと呼ぶわけです。ライセ

ンスをはっきりさせた状態で出したい情報を

公開するというのが、オープンデータの実際

の進め方としていいのではないかと言われて

います。 

 それで、今度はライセンスを書かなければ

いけないのですが、ライセンスを書くにはや

はり弁護士さんに手伝ってもらったりしなけ

ればいけないので、また非常に手間がかかる。

法的に間違いのない文章を書くというのはな

かなか大変なことです。そこでまた１つ障壁

があるわけです。 

 クリエイティブ・コモンズという名前を聞

かれた方がいらっしゃるかもしれませんが、

近年では、クリエイティブ・コモンズのライ

センスを使って公開するというのが、デファ

クトスタンダードといいますか、これを使う

とわかりやすいですという状況になっていま

す。 

そこはアメリカの非営利団体なのですが、

そこがライセンスのひな形を６種類用意して

います。そのひな形は、各国のボランティア

コミュニティが自国の著作権法との関係をき

ちんと整理した上で、「このライセンス証書を

そのまま使えば、グローバルにこの条件で使

ってくださいということを示すことができま

す」というもので、それを使って公開すると、

いちいちライセンスを手書きしなくてもいい

というように提供しています。 

 クリエイティブ・コモンズの６種類のライ

センスのうち先ほどのオープンの定義にきち

んと合致するような内容になっているライセ

ンスは、２つあります。 

 それが、CC BY と CC BY－SA という２つ

のライセンス証書です。BY というのが、クレ

ジットをつけてくださいということを頼むと

いう意味で、SA というのが、次に配るとき同

じ条件で配ってくださいということを頼むこ

とを意味しています。CC BY－SA で配ると、

次に使う人も CC BY－SA で配らなければい

けないので、永久にこの条件で２次配布、３

次配布という同じ条件が続いていくというこ

とを担保するという意味があります。 

 クリエイティブ・コモンズのライセンスの

中で、この２つのどちらかで公開されたもの

は、オープンデータとストレートに呼べると

いうことになると思います。ほかには非商用

利用だけであったりとか、改変してはいけな

いとか、いろいろな条件が入ったライセンス

証書があるわけですが、それを選ぶとオープ

ンという定義からは外れるということになり

ます。 

 今のところは、CC BY か CC BY－SA を使

いましょうと。基本的にはそうやって出せば

オープンになると、わりとわかりやすくなっ

てきたので、使われることが多いです。 

 ただ、政府になると、いきなりアメリカの

非営利団体がつくったライセンスをそのまま

使うということはなかなか難しいので、自前

でライセンスをつくって、それとクリエイテ

ィブ・コモンズとの関係性を明記するといっ

た方法をとっている国が幾つかあります。そ

の国のうちの１つが日本であります。日本で

は、政府標準利用規約というのができていま

して、もともとは政府のウェブサイトの利用

規約を定めたものですが、その中身を読むと、

政府標準利用規約の第 2.0 版というのが２年

前にできたのですが、その 2.0 版からは、「C

C BY と同等の効力を持ちます」ということ

がはっきりと書かれています。ですので、こ

れを省庁が自分のウェブサイトの利用規約と

して使っている、そこにデータが幾つかアッ

プロードされているということは、そこのデ

ータはすべて政府標準利用規約に準拠してい

る。さらに言えば、それは CC BY と同じであ

るというところまで来ているということで、

ほぼすべての政府のウェブサイトにそういう

利用規約が使われているので、政府が出すデ
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ータ、あるいはウェブサイトの情報というの

は、原則としてオープンデータの条件を満た

す。そういう組み立てになっています。 

 そういうように、ここ二、三年で急速に変

わっていったことがありますので、これは非

常にオープンデータ政策の中でも重要なこと

であり、現時点では政府が出しているデータ

のほとんどはオープンデータだということが

できます。逆に、今オープンにできないデー

タというのは、その理由をきちんと明示せよ

というところまで来ていますので、何らかの

理由でオープンではない場合は、逆に理由を

説明しなくてはいけないという状態にもなっ

ているということです。 

 これは日本のことでして、例えばアメリカ

だと、アメリカの政府がつくった情報という

のは、すべて著作権はそもそも存在しないと

定義されています。著作権が存在しない情報

のことを、パブリックドメインと呼んだりし

ます。アメリカの政府がつくる情報は、すべ

てパブリックドメインなので、自由に、誰が

どのように使っても誰も文句を言わないとい

う状態が、ライセンスなしでその状態になっ

ている。そういった例もございます。 

 これまでのところでは、制度面のオープン

さというものを定義し、なおかつそれをどう

やって実行するかというオープンライセンス

の話をさせていただきました。 

 もう一つ、技術的な面でも再利用性の高い

情報というのを出していくことが、一番最初

の３．11 のときのデータを理解するというこ

とにつながっていくのですが、技術の再利用

性を説明する上で、非常によく出てくる絵が、

この５つ星オープンデータと呼ばれる絵です

〈図 17〉。この絵を最初に考えたのが、また

出てきますが、ティム・バーナーズ＝リーで

す。ティム・バーナーズ＝リーはオープンデ

ータのステップというのを、１つ星から５つ

星で考えたということです。 

 これはちょっといろいろな議論がある絵な

ので、必ずしもこの５つ星こそが究極のオー

プンデータだとは言えないとも言えますが、

少し技術的な観点のことが含まれているので、

ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 17〉５つ星オープンデータ 

 まず１つ星を取ろうとしたら、OL と書いて

あるオープンライセンスをつけなければいけ

ませんので、ライセンスのないデータという

のは、ただ公開してはいるが、オープンデー

タとは呼ばないということです。ですから、

これは技術の話ではなく、先ほどの制度のこ

とであって、そこをはっきりさせることが最

初のステップと言っています。 

 次からは技術的な話になりますが、２つ星

を取ろうとすると、再利用可でないといけな

い。ここでの再利用可というのは、先ほどの

ライセンスがついているということではなく

て、技術的な再利用が可能かどうかというこ

とです。 

 逆に、再利用可ではないデータはどんなも

のかというと、何かの文章をスキャンして、

ただの絵になっている書類を渡されたとして

も、それはプログラムで何か処理することは

できない。結局それを見た人が情報を打ち直

さなければいけないというのは、再利用可で

はないということです。端的に言えば、コン

ピュータ上でコピペできる状態になっている

情報というのが、ここで言うところの再利用

可ということです。 

 ３つ星を取ろうとすると、オープンフォー

マットにする必要があります。これも意味す

るところの逆で、オープンフォーマットでは
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ないのはどんなものかといと、これは XLS な

どで、ある会社が自分で決めた独自のフォー

マットで公開したデータというのは、その会

社が突然、例えばマイクロソフトがワードと

かエクセルとかをつくるのをやめたら開けな

くなってしまうので、そうではなくて、国際

標準か何かでデータの形式が決まっていて、

他のソフトでも、複数以上のソフトウェアで

そのデータを見ることができる、見て再利用

できるようになっているような方法で出して

くださいというところを満たすと、３つ星が

もらえるということになります。 

 ここでは例として CSV と書いてありますが、

CSV というのはカンマで区切ったテキストで

す。先ほどの３．11 のときのファイルはただ

のテキストファイルですが、あれがまさに CS

V で、この３つ星を満たすということになり

ます。ほかにも XML とか幾つか標準形式とい

うのがありますので、そういった形式で出す

のがいいのではないかと言っているものです。 

 ４つ星、５つ星というのがある種くせ者で、

ここはかなり高度なデータの表現様式を示し

ていて、実は私はここを研究テーマにしてき

た人間です。データとデータをつなげて表現

するというリンクト・オープンデータとか LO

D とか、そんな言葉で定義されているデータ

の形式があるのです。ここではほとんどその

話はしませんが、CSV で出せばいいというレ

ベルとはまったく違う情報の表現の仕方をし

ていくと、後々より使われやすいということ

を言っているのですが、４つ星、５つ星とい

うのは専門的な知識が必要ですし、いらない

のではないかとおっしゃる方もいます。これ

はもともと、ティム・バーナーズ＝リーが言

っていることなので、ティム・バーナーズ＝

リーがそういった情報の形式を推奨している

ということではあるのですが、このところは

かなり果てしない話になってしまいますので、

今日は割愛します。 

 いずれにせよ技術としてはプログラムで処

理しやすいようになっていて、ライセンスと

してはそういうふうに工夫して、２次公開、

３次公開してもいいデータというのがオープ

ンデータであるという定義になっているとい

うことを覚えていただければと思います。 

 実際そういうオープンデータの定義に合致

するデータが、先ほどの政府の方針とか、い

ろいろな方針のもとで進められてきています。

数年前に比べると明らかに、手に入るデータ

は増えていますがこれをどうやって探すのか。

実際に使おうと思ったときにどうしたらいい

のかということは、まだまだ整備の途中です。

先ほどオープンデータ 2.0 という言葉もあり

ましたが、使うことをどうやって支援するか

というほうに今は向かっている途中であると

思ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 18〉 

 データを探すのも実はなかなか一苦労で、G

oogle でデータを探すのは結構難しいです

〈図 18〉。人口の表といっても、それは何か

グラフの絵だけが出てきて数字が手に入らな

いといった経験があると思います。やはりそ

ういうのは問題視されていて、どこに何があ

るか全然わからない。少なくとも政府の単位

では、自分の政府が出している情報は、それ

なりの形でひとまとめに探せるサイトをまず

つくることが結構大事なのではないかという

ことで、データカタログサイトというものを

つくるというのが、常套になっています。 

 政府レベルのデータカタログサイトという

のは、アメリカにもイギリスにもあって、当

然、日本にもあります〈図 19〉。 
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〈図 19〉データカタログサイト 

日本は Data.go.jp というサイトに行くと、例

えばどの省庁がつくったものですかとか、防

災に関係のあるものとか、気象に関係あるも

のとか、ある程度分類がしてあって、それを

もって絞り込みをして、最終的に何年度の何

とか調査というファイルが手に入ることがで

きるようになっています。これも、この時点

で１万 2,800 件になっていますが、本当はデ

ータはもっともっと際限なくあるわけです。

省庁間できちんとデータをつくり、それらを

全部取りまとめて、ここに入れられるなら入

れてくださいということが、ここ二、三年き

ちんと続けられてきていて、そこに集められ

たものが数万件存在するということになって

います。 

 中身は軽く流していきますが、例えば、国

勢調査の人口データのようなものは、千代田

区永田町１丁目、２丁目というレベルでデー

タとして当然入手できるものになっています。 

 こういうデータを使ってアプリをつくる人

というのが結構いらっしゃって、今、都道府

県別にいろいろな調査の結果を偏差値的に見

せる形のサイトがあります。例えば、牛肉の

消費量が一番多いのは奈良県ですが、豚肉だ

と北海道というように、家庭で何にお金を払

っているかを総務省の家計調査結果から、見

せたりしているサイトがあったりします。 

 あとは、総務省に統計センターというのが

ありまして、そこでは統計情報をかなり一点

にまとめていて、便利に検索できるサイトが

できています。そのデータの使い方として、

地図にいろいろな統計情報をマッピングする

というサービスで、ブラウザ上で使って試せ

る JSTAT MAP というサービスを提供してい

たりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 20〉男女別人口総数 

例えば、人口を先ほどの細かい町のレベル

で分類したマスに割り当てて、どこにどれぐ

らい人が住んでいるのかなどを提供している

〈図 20〉。人口総数全部を割り当てると、真

ん中は皇居ですが、新宿や豊洲に人がたくさ

んいる。０歳から４歳、いわゆる子育て世代

がどの辺にいるのか、20 歳、24 歳の若者はさ

すがに豊洲にはいなくて、新宿や池袋なども

うちょっと楽しそうなところに住んでいると

か、これは基本的な情報ですが、こういった

ものもいろいろ掛け合わせていくと、例えば

出店で新しい店をつくるとろはここがいいと

いうようなことにつながっていく。深い分析

をしようとすると、手でデータをほんとうに

たくさんいじっていかなければいけなくなり

ます。単にマッピングしただけでわかること

だけでは、アイデアというところまではなか

なかつながっていかないとはいえ、データと

いうのは実はたくさん出ていて、こういうと

ころも試しながら知っていくことも重要かも

しれません。 

 人の事例ばかり紹介するだけではなく、自

分でも何かつくることできます。例えば絵は

よく教科書などに出てきますが、人口ピラミ

ッドぐらいは、当然私でもつくれる〈図 21〉。 
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〈図 21〉 

私がつくるためには、これまでの国勢調査の

５年ごとのデータが全部手に入りますから、

それを取ってきて、この先の未来は国勢調査

はありませんので、そのかわりに国立社会保

障・人口問題研究所がつくっている将来の推

計データというのが、また数年単位で数字が

出ているので、そういうデータをあちこちか

らダウンロードしてきて、コピペし、自分で

少し整形する。 

 これは Google のスプレッドシートのソー

トを使って、あとはとにかく表示みたいなこ

とをすると、これぐらいの人口ピラミッドが

つくれて、なおかつ再生ボタンを押すと、19

20 年から 2050 年ぐらいまでのピラミッドの

形が徐々に変わっていくというようなことぐ

らいまでは、別にプログラミングしなくても、

データのありかと少しの Excel のスキルは要

るかもしれませんがつくっていくことができ

る〈図 22〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 22〉人口ピラミッド 

 ということで、すべて元データはあるはず

ですので、自分でつくってみるということが、

ある種、教育的に役に立つという瞬間もあれ

ば、ほんとうに独自に新しい何か知識発見の

ために使う、つくってみる、使ってみるとい

うことができるかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 23〉 

 ただ、実際には結構いろいろなことを考え

なければいけなくて、データはそれぞれ独自

の基準でつくられているため、片一方のデー

タは 85 歳以上は全部まとめられているけれ

ど、もう１個のほうは 75 歳以上がまとめられ

ているとか、単位が全然違うなど、そういう

のをきちんと理解しなければいけない。デー

タを扱うスキルというのはやはりそれなりに

必要で、そのあたりが今、データサイエンテ

ィスト人材とか言われていますが、基本的な

データのリテラシーというのはこういうもの

だと。出れば出るほど適当に使って変なデー

タを出しても仕方ありませんので、学んでい

く必要があるのかもしれないということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作ったものを公開できるかどうかはもう利

 〈図 24〉利用条件の確認 
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用条件次第なので、もし今公開しようと思え

ば、それぞれの元データの利用条件が政府標

準利用規約なのか、固有の規約があるのか、

あるいは出してはだめとか、そういったこと

が書いてあると思います。そういったことは

やはりきちんと見なければいけません〈図 2

4〉。 

 よく言われるのは、単なる数値データや事

実に関する情報というのは著作性がないので、

著作権とは関係ありません。人口が何人かと

いうのはただの事実ですから、誰がつくろう

が著作性はありませんので、そういうものは

どんどん使っていいとか、明示的に書いてい

なかったりするのが、なかなか使う側にとっ

ては難しいところです。やっぱり著作権とい

うのは著作物、創作です。おのれの創作の結

果について権利がつくものでありますので、

そうではないものときちんと見分けて、これ

はライセンスがなくても堂々と再発行してい

いという判断ができないと、なかなか次に使

ってもらう情報になっていくのは難しいと思

ったりすることはあります。 

 元データは、カタログサイトとか、先ほど

の統計センターとか、自治体もまたカタログ

サイトをつくっている例がありますし、市役

所のサイト等で一覧が公開されている例とか

もあるので、そういったものを集めながら必

要なデータに当たっていくということになり

ます。 

 今度はそれを活用された例はどうやって見

つけるか、これが結構骨でして、今のところ、

こうすると絶対に見つかるというのはありま

せん。 

 データを出しているほうも、これはどう使

われたのか集計したくなるわけですが、基本

的にオープンに使っていいと言ってしまって

いるので、お礼も来ないし許可も来ないので、

知らない間に使われて、その事実を出してい

る側が知らないというのが、結構よくありま

す。お願いしてはいけないかというともちろ

んそんなことはないので、ライセンスにいく

ら許可を求めてはいけないと書いてあったと

しても、使うときに一声かけてくれるとうれ

しいですということをお願いすることは自由

なので、そういったことから集めたりする。 

 最近は、こういうオープンデータを使った

アプリケーションコンテストなど、情報の可

視化を皆で競うみたいなことをやっている例

もたくさんありますので、そういうところに

事例は集まっていきがちであります。 

 ここにコンテストを幾つか上げていますが、

Linked Open Data チャレンジとかアーバ

ンデータチャレンジとか Mashup Awards と

か、見ていただくと、テーマごとにいろいろ

なコンテストをやって、賞金を出したりして

いますので、そういうところに腕に覚えのあ

る人が集まっていたりします。そういうとこ

ろを見ると、少し状況もわかってきます。や

っぱりどうしても事例を完璧に迷わずに探す

ということが、手作業では難しいというのが、

今のところの我々の悩みでもあります。 

 図書館でもオープンデータというのは、現

実に少しずつですが始まっています。図書館

は、やっぱり情報をたくさん持っている組織

のうちの１つと言えると思います。もちろん

本に関する情報として、書誌データだったり

何冊の本を持っているか、あるいは典拠とな

るような名前のリストとか概念のリストみた

いなものはたくさん持って、それを図書館サ

ービスに生かしていくわけですが、こういう

ものがオープンデータにならないだろうかと

いうことが、一つ期待されているところであ

ります。 

 何のために出すかというと、図書館のサー

ビスで、周りの人が勝手によくしてくれるか

もしれない。スマホ版の OPAC とかつくってく

れるかもしれない。今はつくってもらわなく

ても最初からあるかもしれませんが、便利な

インターフェースをつくってくれる人も出て

くるかもしれないという期待もあります。多

分それ以上に、図書館のためではなくて社会

に対して知識の資源をもっと使ってもらおう
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じゃないかというために、オープンデータに

しようということを考えていらっしゃる方も

たくさんいます〈図 25〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 25〉書誌データのオープン化 

 図書館のデータというのは、これは完全に

今までの図書館コミュニティの汗と涙の努力

の上で、ものすごくきれいに構築されている

わけです。書誌のデータの書き方とかが全部

決まっていますし、それに基づいて入力され

ています。ですので、それをコンピュータ向

けに加工して出すことは、ごくごく簡単に済

んでしまう。それがカード目録しかなければ、

それを出して使ってもらうということはほと

んど無理だったと思います。今やすべてオン

ライン化、データ化がされていますので、そ

ういったデータをそのまま出すということは、

少なくとも国立図書館レベルですとやって当

然という感じになっていまして、ドイツ、イ

ギリス、フランスの国立図書館はライセンス

つきできちんと出しています。 

 国立国会図書館は、実はライセンスがまだ

決まっていない状態で、データが使えるかど

うか明言していません。国立国会図書館とし

ては、別に何か文句を言うつもりはないよう

ですが、そこはまだ明示化されていない状態

です。 

 あとは、世界では WorldCat という書誌ユー

ティリティーがありますので、そのデータが

一部自由に使えるようになっているとか、

我々が今メンテナンスしています NACSIS－C

AT のデータというのも、既にクリエイティ

ブ・コモンズのライセンスをつけて公開して

います〈図 26〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 26〉NACSIS-CAT のオープン化 

 ライセンスをつけるのが結構大変で、昔か

らあったデータに利用条件を後づけで決めよ

うとすると、一体誰に許可を取ればいいのか

という問題が出てきたりするので、どちらか

というと会議をいっぱい通すというのが大変

だったという感じです。基本的には大学図書

館全体の管理のもとで、この場合だと NII が

ライセンスをつけるときは何のライセンスに

するかということを監督するみたいな組織的

なたてつけをつくった上で、CC ライセンスを

大学の書誌データについて出すということを

やったりもしました。 

 今のは書誌とか、本そのものに関するデー

タの公開ですが、やはり図書館の知識という

のはそれだけにとどまらず、いろいろなデー

タを持っております〈図 27〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、著者名典拠なんかも、非常に管理が

〈図 27〉典拠・ID のオープンデータ 
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されているデータではあります。それを図書

館が単体で使うだけではなくて、世界中の国

立図書館で典拠データを持ち寄ってどんどん

つないでいこうという運動があります。 

 VIAF という Virtual International Aut

hority File というサイトですが、これはあ

る人の典拠があって、例えば村上春樹、ロシ

ア語表記とか、そういったものというのは日

本の図書館は管理していないわけですが、そ

れもデータを集めてつなぎ合わせると、ロシ

アの図書館ではロシア語表記みたいなのもわ

かりますし、韓国語の表記も、ある個人につ

いての表記がわかる。わかると、ロシア語版

の村上春樹の本を探したい、ということがあ

ったとしても、それをコピペしてロシアの検

索サービスに入れれば、とりあえず出てくる

というところまではたどり着くわけです。そ

れぞれ個別の知識だけではできないことでも、

集めてつなぎ合わせると、実際に活用できた

りする。そんな例もあったりします。 

 これは dewey の分類です。アメリカをはじ

めとして国際的に使っている DDC という分類

があります。そのデータも公開されています

し、日本でも NDC の十進分類を公開するとい

う方向で決まりましたので、いずれそういう

データはいろいろな形で活用できる。図書館

実務のためだけではなくて、いろいろなもの

を実は十進分類に合わせて何か整備するとい

うことも、ほかの分野の人がやってみようと

思うこともできるんだろうということです。 

 あとは、これは NDL です。NDL が持ってい

る典拠のサービスです。コンピュータという

概念には、上下に何があって同義語に何があ

るかみたいなことを表示してあります。それ

は例えばこういうネットワーク図を見られた

り、もちろんこのデータをそのままコンピュ

ータ処理しやすい形でもダウンロードするこ

とができるようになっています。 

 例えば国会図書館典拠のビスケットという

概念は、アメリカ議会図書館のクッキーに相

当するとかちゃんと定義してあったり、ある

いはウィキペディアではこの言葉に相当しま

すとか、ウィキペディアの英語版ではさらに

こうなっていますとか、そういうふうに情報

と情報がどういうつながりがあるのかという

ことが定義されているので、こういうところ

でどんどんデータが外の世界とつながってい

って、新しい情報の発見とか情報の整理につ

ながっていくことが期待されているというこ

とになります〈図 28〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 28〉つながるデータ 

 そうしてできていくであろうデータの世界

というのが、リンクトデータ、つながってい

るオープンデータという、先ほどティム・バ

ーナーズ＝リーが言った、４つ星、５つ星の

世界の話です。そういったものに対応したサ

イトというのが、これは図書館に限っていな

いですがたくさんあって、新しい情報の世界

をつくっていくということをおっしゃってい

る。そういったティム・バーナーズ＝リーの

提案に基づいて、そこにのって公開するサイ

トというのは非常にたくさんあります。こう

いう中のある一群をライブラリーが占めてい

る。この辺りとかピンクのやつなんかは、ラ

イブラリー系のサイトだったと思います。 

 メタデータだけではなくて、実際に画像デ

ータをオープンライセンスで公開している例

も本当にたくさんあります〈図 29〉。 

一番有名なのは、Europeana と呼ばれるヨー

ロッパの美術館とか図書館とか文書館とかが

束になって巨大なポータルサイトをつくって、

例えばピカソの著作をヨーロッパ中から一度
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に探すことができるサイトがあります。ここ

で手に入る画像ファイルは、CC BY－NC じゃ

ないとだめですよとか、そういうことが取り

決められていて、その中でヨーロッパの実際

のデータを持っているところは、条件を定め

てユーザーに使わせるということが行われて

いたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国立国会図書館もデジタルコレクションと

いうのは持っていて、近代のものをスキャン

して公開しています。そこもまだライセンス

についてはきちんとしていない部分はありま

す。そのかわり著作権が明らかに切れたもの

は著作権切れということをはっきりと明記す

るようになっていますので、その部分に関し

ては明らかにオープンに使えるということが

わかっているということになります。 

 あと、数年前に公開されて非常に話題にな

ったのが、この京都府立京都学・歴彩館の東

寺百合文書というのがあります。これがすべ

てデジタル化されて公開されていますが、自

治体系のデータベースでいち早くすべてのデ

ータに CC BY のライセンスをつけたという

ことがあり、これをもとにライブラリーオブ

ザイヤーの大賞をとったり、非常に注目され

た事例であります。 

 あとは、立川市にある古典を研究するため

の研究所である国文学研究資料館では、持っ

ている 30 万点の古典籍を全部デジタル化し、

CC ライセンスをつけて、今、順次、公開中で

す。今、３万点ぐらいで、ここから数年かけ

て徹底的にスキャンをしていく予定ですが、

古典籍に関してはここが圧倒的な物量を持っ

ていますので、それがこれからことごとくオ

ープンデータ化されていくということで、一

つの期待のプロジェクトとなっています。 

 図書館ですと、これは今年の３月でしたが、

大阪市立の図書館デジタルアーカイブが、き

ちんとオープンデータのルールにのっとって

公開したということで、今年のトピックとし

ては、かなり注目されています。多分、これ

から数限りなく生まれていくと思われ、公開

方法としても、CC ライセンスをつけようとい

うことはかなり理解が進んできています。逆

にライセンスを自分たちで考えることのほう

がはるかに大変ですので、いずれにせよ実際

にオープンに使ってほしければこうやるとい

うのが、基本的にはできてきているのではな

いかと思います。 

 こういう事例は多分、来年になればまた増

えていくと我々としては期待しておりますし、

やはり使われていく。アーカイブ化を考えて

いくと、ライセンスのある情報の出し方とい

うのは非常に重要になると思っております。 

 一方、大きいところはそうやってできます

が、小さいところは何かできることがあるん

だろうかという議論がやっぱりあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 30〉ある対話 

知り合いのフェイスブックでのお話ですが、

山中湖にある図書館の館長の丸山さんが、大

きいところはいいけれど小さいところは何か

やることがあるんだろうか、ということをぼ

そっとつぶやいたところ、そんなに肩ひじ張

 

〈図 29〉大規模データベースのオープン化 



 - 22 -

らなくていいんじゃないのと〈図 30〉。例え

ば、図書館のサイトで父の日にあげたい本の

リストとかを公開しているじゃないですかと。

これをただアップするだけではなく、これに

ライセンスをつけたらオープンデータですよ

と言ったら、「ああ、そうなんだ」とか、「こ

んなんでいいのか」というので、逆にびっく

りしている。じゃあちょっとやってみましょ

うという感じで、次の日オープンデータにさ

れたことがあったんです。 

 実際、図書館でいろいろなことをやってい

ますよね。いろいろな本を特集したりという

ことはやっているわけで、しかもそれはネッ

トに公開されている。こういうところはもは

や事実なので、このレベルにおいては基本的

には著作権は問われないわけですが、それを

まとめて、これをおすすめしますというリス

トそのものには、誰の権利の処理も必要ない

し、逆にこちらから出すにあたってオープン

ライセンスをつけておくということをすれば、

それも一つのオープンデータである。 

 ということで、進め方というのは多分、か

なりいろいろな方策があると思います。もち

ろん非常に大きなデジタルアーカイブを持っ

ているところもあると思いますが、いずれに

せよ、きっと図書館の用途の中には、かけが

えのない情報、かわりのきかないここにしか

ない情報というのがたくさんあって、実はそ

れを出していく、あるいはそれを市民の方々

に見せていくということが、次のアクション

を生み出していくということがたくさんある

んだろうと思います。 

 レファレンスも、レファレンス協同データ

ベースに入れられていますが、あれもまだオ

ープンデータとは言ってはいません。こうい

うところでレファレンスで出てきた本ですと

いうリストにしてもオープンデータになるポ

テンシャルはあるわけです。一時的につくっ

て、リアルな場所ではもう次の特集に行って

しまうのだけれど、残すという意味でもリス

ト化してあればそれを出してみたらどうです

かなど、結構やることの手の打ち方というの

は、たくさんあったりします〈図 31〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 31〉図書館のオープンデータ 

 最後のパートですが、持っているはずの情

報を出すということからさらに一歩踏み出し

ていくと、図書館みずからが新しい情報をつ

くり出すということをやったって当然構わな

いわけです。これも一つ注目された活動で、

京都府立図書館の方が自主勉強グループでオ

ープンデータを勉強していたのですが、実際

ちょっと自分たちでもつくってみようとなり

ました。本を片っ端から読んで京都が出てく

る本の、地名と緯度経度とその本のページ数

だけをひたすら記録し、それをオープンデー

タとして公開するということをやって、結構

注目を集めました。 

 ひたすら読んでいって、数としては何百件

という感じなのですが、そうやってデータが

出てしまえば、また誰かが、じゃあちょっと

地図にマッピングしてみましょうということ

はやったって構わないわけで、交差点ごとに

事件が起こっているみたいなことがよくわか

るというわけです。 

 そういうことを試しにやってみたり、さら

に本の中で出てくるレストランの描写だけを

何パターンか取り出して、この本で何という

店が取り上げられて、看板メニューはこれと

いうようなデータを、また本をひたすら読ん

でやっている。もちろん規模では全然大きく

はならないですが、これとて楽しくやってい

ることは、また誰かが使って広がっていくか
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もしれない。そういう例はやっぱりあるので

はないかと思います。 

 これを最後にしたいと思いますが、図書館

がオープンデータにかかわる例として、非常

にいい例だと思うもので、ウィキペディアタ

ウンというのがあります〈図 32〉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 32〉ウィキペディアタウン 

既に御存じの方もいらっしゃるかもしれませ

んが、よく町歩きのイベントを地域でやられ

ていると思いますが、それはやってみて終わ

りではなくて、その結果をきちんとウィキペ

ディアに書きましょうと。そうすると残って、

なおかつ新しく誰かが検索すると、ウィキペ

ディアは上のほうに来るので、やった結果が

活用されていく。ここまでになると、参加者

のモチベーションも高いということで、今非

常にはやっています。もともと横浜でやった

のが日本では初めてだったのですが、今全国

で何十、何百とワークショップが起こってい

て、ウィキペディアの中にウィキペディアタ

ウンというページがあって、そこで次にどこ

でウィキペディアタウンをやりますみたいな

のがどんどん出てきているのですが、わかっ

ているだけで、来月で四、五回どこかでやっ

ている。 

 何が図書館に関係あるかというと、町歩き

をしたり何か調べることというのは、普通の

町歩きでもできるのですが、最後にウィキペ

ディアに書くときに、適当に書くとすぐに消

される。ウィキペディアのなかなか怖いとこ

ろで、やっぱり信頼性の高い情報をいかに残

していくかというところで、裏がとれていな

い情報を書くと、それは何の証拠もありませ

んと言って管理者が消してしまうということ

が結構よくあります。 

 逆に言うと、裏さえちゃんととれていれば

残るわけです。町歩きした後図書館に皆で集

まって、そこで資料をいろいろ調べながら、

見てきたものの裏をとった上で、参考文献に

してウィキペディアに書くというところまで

やるというのが、ウィキペディアタウンのみ

そです。 

 そうすると、まさに司書さんの出番です。

多くの場合は、「今日はここのページを書きま

しょう」と決めた上で始めますので、司書さ

んが事前に自分の図書館から関係していそう

な本を棚いっぱいに持ってくる。それで一た

ん外に出て、帰ってきてそれを見ながら何か

裏がとれないかということを調べたりする。

もちろん情報が足りないときはまた館内資料

を探しに行くということもやりながらという

ことなので、ウィキペディアタウンというの

は、ぱっと見、図書館とあまり関係なさそう

ですが、大抵の場合は、司書さんはほぼ必須

という感じになってきます。あとは、ウィキ

ペディアの執筆者コミュニティというのがあ

りますので、そういう人から、ウィキペディ

アではどういう書き方が望まれているかみた

いな作法の説明があるので、ウィキペディア

の編集者と司書さんと町の専門家、あるいは

郷土史家的な人が中心になって、市民の人た

ちと一緒に学習する。かなり大ヒットのワー

クショップ形式で、何でこれがオープンデー

タに関係するかというと、ウィキペディアで

書かれた情報は、絶対に CC BY-SA で公開さ

れると決めてあるからです。だから、ウィキ

ペディアの情報は 100％オープンデータなの

で、結局こうやってやることが、オープンデ

ータを生み出していくという一つのやり方で

す。非常に注目されているワークショップで

すので、これはお近くでやられている可能性

が高いですし、やりたいという方がいらっし
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ゃったら、こういったコミュニティに声をか

ければウィキペディアの編集者が出てきてく

れることもありますので、ぜひ検討していた

だければと思います。 

 これでおしまいにしていきたいと思います。 

オープンデータをやりたいと思ってからも、

実際に行政の組織の現場では、なかなか大変

なことがあるのは間違いない。世間で調査さ

れたデータを公開したくない理由というのを

スライド５ページにわたってのせていますが、

どこでもそういうことはあるということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図 36〉データを公開しない理由(4/5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですけれども、いきなり大々的に始めると、

すごく大変なので、やはり小さく始めてどん

どんコミュニティにぶつけて評価を得ていく

というやり方をするのがいいのかなと思いま

す。そうすることによって、図書館外の世界

とつながって何らかのデータを出していくと

か、先ほどのウィキペディアタウンみたいに

データをつくることに図書館が協力していく

とか、そういったものの可能性が非常に大き

いかなと思ってきているところです。 

ここまでオープンデータは何かというところ

から、あるものを活用する、図書館が持って

いるものを出す、それに加えて、コミュニテ

ィを支えて、新しいデータをつくり出すとい

うところで、図書館のかかわりについてお話

させていただきました。どうもありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

―― 了 ―― 

 

 

 

 〈図 37〉データを公開しない理由(5/5) 

〈図 35〉データを公開しない理由(3/5) 

〈図 34〉データを公開しない理由(2/5) 

〈図 33〉データを公開しない理由(1/5) 


